
３．河川の整備の実施に関する事項 

 

3.1 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行により設置される    

河川管理施設の機能の概要 

圏域内の各河川における河川工事の施行場所と内容を下表に示す。 

整備にあたっては、動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮し、川と人のふれあいの場を創出

するとともに、良好な景観の維持・形成に努める。 

 

表－3.1.1 本圏域における河川工事の施行場所と内容 

区分 延　長 主な工事内容 河川管理者

①
仮落差工

(16.3k）
～

瀬戸川合流点

(17.2k）
約0.9km

河床掘削、護岸整備、

落差工整備、橋梁補強など
愛知県

②
天白人道橋上流

(18.2k)
～

菱野橋下流

(18.7k)
約0.5km

河床掘削、堤防整備、

落差工(取水堰)整備など
愛知県

①
延珠橋下流

(2.7k)
～

新藤森橋上流

(3.7k)
約1.0km

河床掘削、護岸整備、

落差工整備、橋梁補強など
愛知県

②
岩作橋下流
(7.6k)

～
南島橋下流
(7.9k)

約0.3km
河床掘削、護岸整備、
落差工整備、橋梁補強など

愛知県

①
天神橋上流

(3.0k)
～

前田橋下流

(3.2k)
約0.2km ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ整備 愛知県

②
前田橋上流
(3.2k)

～
名鉄瀬戸線
橋梁下流
(3.8k)

約0.6km
河床掘削、護岸整備、
落差工整備、橋梁補強など

愛知県

①
矢田川合流点

(0.0k)
～

共栄橋下流

(1.1k)
約1.1km

河床掘削、護岸整備、

落差工整備、橋梁補強など
愛知県

②
瀬戸橋下流

(4.2k)
～

記念橋下流

(4.9k)
約0.7km

河床掘削、護岸整備、

落差工整備、橋梁改築など
愛知県

①
御幸橋下流

(0.4k)
～

知多橋下流

(1.8k)
約1.4km

堤防整備(引堤及び築堤)、河床掘削

護岸整備、橋梁改築など
愛知県

②
知多橋下流

(1.8k)
～

美濃橋下流

(2.7k)
約0.9km ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ整備など 愛知県

③
美濃橋上流

(2.8k)
～
新木津用水流入点

(4.8k)
約2.0km

河床掘削、護岸整備、堤防整備、

落差工整備、橋梁補強など
愛知県

①
新松本橋上流

(5.2k)
～

泉橋上流

(6.2k)
約1.0km

河床掘削、護岸整備、堤防整備、

落差工整備、橋梁補強など
愛知県

②
障子橋上流

(10.2k)
～

国道19号上流

(11.1k)
約0.9km

河床掘削、護岸整備、堤防整備、

落差工整備、橋梁改築など
愛知県

地蔵川

(上流)
約0.1km 函渠改築など 愛知県

野添川
庄内川合流点

(0.0k)
～

新筧橋下流

(1.8k)
約1.8km

河床掘削、護岸整備、堤防整備、

落差工整備、橋梁補強など
名古屋市

天神川

瀬戸川

 東名高速道路下
(11.3k)

八田川

内津川

施行場所

庄
内

川
上
流

ブ
ロ
ッ

ク

矢
田
川

ブ
ロ
ッ

ク

河川名

矢田川

香流川

 

 
 
なお、工事にあたっては以下の事項に配慮する。 

・関係機関や地域住民との連携に努める。 

・濁水等による動植物の生息・生育・繁殖環境に悪影響を与えないように配慮する。 

・取水堰などの既設構造物への影響に配慮する。 

・重要種の生息・生育環境への影響に配慮する。また、必要に応じ、専門家の助言を

得ながら配慮する。 
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(1) 矢田川 

矢田川では、表－3.1.2に示す2区間で河川工事を実施する。 

矢田川の県管理区間の下流端である宮前橋(7.0k)から瀬戸川合流点下流の仮落差工

(16.3k)間の 9.3kmについては河川改修が完了している。一方、その上流である仮落差工

(16.3k)から瀬戸川合流点(17.2k)までの約0.9kmについては、流下能力が不足しているため、

流下能力の増大を図るため、河床掘削、護岸整備、落差工整備、橋梁補強などの一連の河川

改修を行う。 

瀬戸川合流点上流においては概ね一次改修が完了しているが、天白
てんぱく

人道橋上流(18.2k)から

菱野
ひ し の

橋下流(18.7k)までの約0.5kmについては、落差工(取水堰)により流下能力が不足してい

るほか、一部区間で堤防高が不足しているため、 落差工(取水堰)整備、築堤による堤防整備、

河床掘削(堆積土砂の除去)などの一連の河川改修を行い、流下能力の増大を図る。 

なお、整備にあたっては、動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮する。 

また、下流から菱野橋までの区間では、魚道の設置等により、上下流の連続性を確保して

いく。 

 

表－3.1.2 矢田川工事施行区間 

施行区間

名称
延　長 主な工事内容

矢田川①
仮落差工

(16.3k）
～

瀬戸川合流点

(17.2k）
約0.9km

河床掘削、護岸整備、

落差工整備、橋梁補強など

矢田川②
天白人道橋上流

(18.2k)
～

菱野橋下流

(18.7k)
約0.5km

河床掘削、堤防整備、

落差工(取水堰)整備など

施行場所

 
 
 

 940  610  590  490  240  190  140  100  75

守山川
隅除川 天神川 瀬戸川 水無瀬川

大六川
香流川

薬師川 吉田川

7/000 8/800 10/600 12/000 17/200 18/290 19/865 20/950 21/791 22/400

矢田川①

16.3k～17.2k

約0.9km

矢田川②

18.2k～18.7k

約0.5km

矢田川下流区間 矢田川上流区間

■

宮前橋
基準地点

【矢田川】

単位：m3/s

W=1/30 W=1/5

直轄区間

 
図－3.1.2 河川整備計画の目標とする流量配分図 
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(2) 香流川 

香流川では、表－3.1.3に示す2区間について河川工事を実施する。 

延珠
えんじゅ

橋下流(2.7k)から新藤森
しんふじもり

橋上流(3.7k)までの約 1.0km区間については、流下能力の増

大を図るため、河床掘削、護岸整備、落差工整備、橋梁補強などの一連の河川改修を行う。  

岩作橋下流(7.6k)から南島
みなみじま

橋下流(7.9k)までの約0.3km区間については、自然環境に配慮

し、流下能力の増大を図るため、河床掘削、護岸整備、落差工整備、橋梁補強などの一連の

河川改修を行う。 

なお、整備にあたっては、動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮する。 

表－3.1.3 香流川工事施行区間 

施行区間
名称

延　長 主な工事内容

香流川①
延珠橋下流
(2.7k)

～
新藤森橋上流
(3.7k)

約1.0km
河床掘削、護岸整備、
落差工整備、橋梁補強など

香流川②
岩作橋下流
(7.6k)

～
南島橋下流
(7.9k)

約0.3km
河床掘削、護岸整備、
落差工整備、橋梁補強など

施行場所
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豊田市

香流川①
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図－3.1.6 香流川工事施行区間位置図 
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図－3.1.7 河川整備計画の目標とする流量配分図 
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延珠橋(2.7k付近)より上流を望む

※イメージ図は、必要に応じて変更することがあります。

香流川 3.2k

計画高水位

現況線

約26m

約4.5m

香流川① 【治水】
護岸等を整備し、河積を確保し、洪水を安全に流す。

【環境】

河床幅を広くとり、川の営み

により、多様な水際及び河床
の形成を促す。

【環境】
動植物の生息・生育・繁殖環境に

配慮し、水際植生の保全・再生、
瀬・淵の維持・形成に努める。

 

図－3.1.8 香流川① 整備イメージ断面図【3.2k】 

 

岩作橋(7.6k付近)下流の落差工を下流より望む。

矢板で施工

されている

仮落差工を

改築する。

南島橋(7.9k付近)より下流を望む

岩作橋

香流川②
【環境】

竹林により、河積が阻害されているが、良好な

自然環境が維持されているため、自然環境に配
慮し、河積拡大を図る。

【環境】

魚道等の整備により落差を解消し、

魚類の生息・生育域の拡大に努める。

 
図－3.1.9 香流川② 河川整備の概要
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(3) 天神川 

天神川については、表－3.1.4に示す2区間について河川工事を実施する。 

天神橋上流(3.0k)から前田橋下流(3.2k)までの約 0.2kmついては、護岸工事は完了してい

るが、余裕高が不足しているため、堤防の嵩上
か さ あ

げ(パラペット整備)を行う。 

その上流の前田橋上流(3.2k)から名鉄
めいてつ

瀬戸
せ と

線
せん

橋梁(3.8k)下流の約 0.6kmについては、流下

能力の増大を図るため、河床掘削、護岸整備、落差工整備、橋梁補強などの一連の河川改修

を行う。 

なお、整備にあたっては、動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮する。 

 

表－3.1.4 天神川工事施行区間 

施行区間
名称

延　長 主な工事内容

天神川①
天神橋上流
(3.0k)

～
前田橋下流
(3.2k)

約0.2km ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ整備

天神川②
前田橋上流
(3.2k)

～

名鉄瀬戸線

橋梁下流

(3.8k)

約0.6km
河床掘削、護岸整備、
落差工整備、橋梁補強など

施行場所

 

 

1k

2k

3k

天神川①

3.0k～3.2k

約0.2km

天神川②

3.2k～3.8k

約0.6km

尾張旭市
瀬戸市

瀬戸市

名古屋市
守山区

流域界

市 界

凡 例

対象河川  

図－3.1.10 天神川工事施行区間位置図 
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 90  80  70  35
矢

田
川

0/000 0/655 1/297 2/355 3/838

東名高速道路

天神川①

3.0k～3.2k

約0.2km

天神川②

3.2k～3.8k

約0.6km

【天神川】

W=1/5

単位：m3/s

 

図－3.1.11 河川整備計画の目標とする流量配分図 

 

前田橋（3.2k付近）より下流を望む

天神川 3.1k天神川①

※イメージ図は、必要に応じて変更することがあります。

計画高水位

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ工 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ工

約2.4m

約6.9m

【環境】
動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮し、

水際植生の保全・再生、瀬・淵の維持・形成に努める。  
図－3.1.12 天神川① 整備イメージ横断図【3.1k】 

 

東大道橋（3.6k付近）より上流を望む

※イメージ図は、必要に応じて変更することがあります。

天神川 3.4k

現況線

計画高水位

約7.2m

約2.1m

天神川②

【環境】

河床幅を広くとり、川の営みにより、
多様な水際及び河床の形成を促す。

【治水】

河床を下げ、護岸等を整備し、
河積を確保し、洪水を安全に流す。

【環境】
動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮し、

水際植生の保全・再生、瀬・淵の維持・形成に努める。
 

図－3.1.13 天神川② 整備イメージ横断図【3.4k】 
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(4) 瀬戸川 

瀬戸川では、表－3.1.5に示す2区間で河川工事を実施する。 

矢田川合流点(0.0k)から共栄橋下流(1.1k)までの約 1.1km区間については、流下能力の増

大を図るため、河床掘削、護岸整備、落差工整備、橋梁補強などの一連の河川改修を行う。 

現在「瀬戸川文化プロムナード」事業と一体となった河川改修を実施している瀬戸橋下流

(4.2k)から記念橋下流(4.9k)までの約 0.7km区間については、事業を継続し、河床掘削、護

岸整備、落差工整備、橋梁改築などの一連の河川改修を行い、流下能力の増大を図り、事業

を完了させる。 

なお、整備にあたっては、動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮する。 

表－3.1.5 瀬戸川工事施行区間 

施行区間

名称
延　長 主な工事内容

瀬戸川①
矢田川合流点

(0.0k)
～

共栄橋下流

(1.1k)
約1.1km

河床掘削、護岸整備、

落差工整備、橋梁補強など

瀬戸川②
瀬戸橋下流

(4.2k)
～

記念橋下流

(4.9k)
約0.7km

河床掘削、護岸整備、

落差工整備、橋梁改築など

施行場所

 

1k

2k

3k

4k

5k

6k

尾張旭市

瀬戸市

瀬戸川②

4.2k～4.9k

約0.7km

瀬戸川①

0.0k～1.1k

約1.1km

 

図－3.1.14 瀬戸川工事施行区間位置図 

 210  190  170  140  120  100  70

矢

田

川

勘右ェ門川 孫田川 陣屋川

東茨川 一里塚川 寺本川 古瀬戸川

0/000 1/740 2/600 3/390 4/330 4/900 5/590 6/170

瀬戸川②

4.2k～4.9k，約0.7km

瀬戸川①

0.0k～1.1k，約1.1km

W=1/5
単位：m3/s

【瀬戸川】

 
図－3.1.15 河川整備計画の目標とする流量配分図 
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0.9k付近より上流河道を望む

瀬戸川 0.4k

約2.3m

計画高水位

0.9k付近より下流河道を望む三郷橋(0.5k)より下流河道を望む

約46m

※イメージ図は、必要に応じて変更することがあります。

瀬戸川①

【環境】

河床幅を広くとり、川の営みにより、

多様な水際及び河床の形成を促す。

【治水】

河積拡大を図り、洪水を安全に流す。

【景観】

良好な景観を維持・形成するために、周辺環境との調和に努める。

【環境】

動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮し、

水際植生の保全・再生、瀬・淵の維持・形成に努める。

 

図－3.1.16 瀬戸川① 整備イメージ横断図【0.4k】 

①
②

③

出典：「環境と文化に配慮した瀬戸の玄関づくり」(パンフレット)より

① 4.5k付近を上流より望む

現況線

※イメージ図は、必要に応じて変更することがあります。

瀬戸川 4.5k

計画高水位

約3.1m

約18m

② 4.7k付近を上流より望む ③ 4.8k付近を上流より望む

瀬戸川②

【景観】

良好な景観を維持・形成するために、周辺環境との調和に努める。

【治水】

河積拡大を図り、洪水を安全に流す。

【環境】

動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮し、

水際植生の保全・再生、瀬・淵の維持・形成に努める。

【環境】
河床幅を広くとり、川の営みにより、

多様な水際及び河床の形成を促す。

 

図－3.1.17 瀬戸川② 整備イメージ横断図【4.5k】 
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(5) 八田川 

八田川では、表－3.1.6に示す3区間の河川工事を実施する。 

また、0.9k付近で地蔵川からの排水を受けるものとする。 

御幸橋下流(0.4k)から知多橋下流(1.8k)までの約1.4kmの区間については、平成23年9月

台風15号豪雨に伴う被災を踏まえ、庄内川と同規模の堤防整備などを行う。 

余裕高が不足している知多橋下流(1.8k)から美濃
み の

橋下流(2.7k)までの 0.9kmの区間につい

ては、堤防の嵩上げ(パラペット整備など)を行う。 

美濃橋上流(2.8k)から新木津用水流入点(4.8k)までの約 2.0kmについては、流下能力の増

大を図るため、河床掘削、護岸整備、堤防整備、落差工整備、橋梁補強などの一連の河川改

修を行う。 

なお、整備にあたっては、動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮する。 

 

表－3.1.6 八田川工事施行区間 

施行区間
名称

延　長 主な工事内容

八田川①
御幸橋下流

(0.4k)
～

知多橋下流

(1.8k)
約1.4km

堤防整備(引堤及び築堤)、河床掘削

護岸整備、橋梁改築など

八田川②
知多橋下流

(1.8k)
～

美濃橋下流

(2.7k)
約0.9km ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ整備など

八田川③
美濃橋上流

(2.8k)
～

新木津用水流入点

(4.8k)
約2.0km

河床掘削、護岸整備、堤防整備、

落差工整備、橋梁補強など

施行場所

 
 

 220  180  170  130  85  65  50
庄

内
川

0/000 3/700
4/800 6/680 7/720 10/100 10/600

新木津用水

生地川

八田川①

0.4k～1.8k

約1.4km

八田川③

2.8k～4.8k

約2.0km

八田川下流区間 八田川上流区間

W=1/10 W=1/5

【八田川】

単位：m3/s

八田川②

1.8k～2.7k

約0.9km

P
地蔵川

 

図－3.1.18 河川整備計画の目標とする流量配分図 
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1k

2k

3k

4k

5k

6k

7k

8k

9k

10k

11k

1k

2k

春日井市

小牧市

名古屋市

守山区

生

地

川

八

田

川

上

流

八

田

川

下

流

新木津用水

名古屋市

北区

西春日井郡

豊山町

八田川①

0.4k～1.8k

約1.4km

八田川③

2.8k～4.8k

約2.0km

流域界

市　界

凡　　例

対象河川

八田川②

1.8k～2.7k

約0.9km

 

図－3.1.19 八田川工事施行区間位置図 
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4.0k付近より下流を望む

1.4k付近を下流より望む南花長橋(1.0k付近)より下流を望む

八田川 1.4ｋ八田川①

【環境】

河床幅を広くとり、川の営みにより、
多様な水際及び河床の形成を促す。

【治水】

堤防を築堤し、洪水を安全に流す。

【景観】

良好な景観を維持・形成すために、周辺環境との調和に努める。

【環境】

動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮し、
水際植生の保全・再生、瀬・淵の維持・形成に努める。

約32m

※イメージ図は、必要に応じて変更することがあります。

TP.16.112m
計画高水位

約4.7m

現況線

 

図－3.1.20 八田川① 整備イメージ横断図【1.4k】 

 

八田川 2.0ｋ八田川②

計画高水位

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ工 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ工約23m

約4.3m

十五丁橋(2.1k付近)より下流を望む【環境】動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮し、水際植生の保全・再生、瀬・淵の維持・形成に努める。

※イメージ図は、必要に応じて変更することがあります。

 

図－3.1.21 八田川② 整備イメージ横断図【2.0k】 

 

御殿橋(4.7k付近)より下流を望む

八田川 3.6ｋ

現況線

八田川③

約3.2m

約19m

計画高水位

【環境】

河床幅を広くとり、川の営みにより、

多様な水際及び河床の形成を促す。

【治水】

護岸等を整備し、河積を確保し、
洪水を安全に流す。

【景観】

良好な景観を維持・形成すために、
周辺環境との調和に努める。

【環境】

動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮し、

水際植生の保全・再生、瀬・淵の維持・形成に努める。

※イメージ図は、必要に応じて変更することがあります。

 

図－3.1.22 八田川③ 整備イメージ横断図【3.6k】 

 

0.9kより下流は、地蔵川からの排水を受けるため、河床掘削を行う。 
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